


玉名平野遺跡群２
－玉名立花線（河崎工区）活力創出基盤交付金（改築）事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告－

玉名平野遺跡群









例　言
１　本書は、熊本県玉名市秋丸・河崎に所在する玉名平野遺跡群における第３次となる埋蔵文化財発掘調査

　　の報告書である。

２　発掘調査は、玉名立花線（河崎工区）活力創世基盤交付金（改築）事業に伴い、熊本県知事から依頼を受けて、

　　熊本県教育委員会が実施した。

３　現地調査は熊本県教育庁教育総務局文化課が実施し、補助業務を埋蔵文化財サポートシステム・九州

　　文化財研究所共同企業体に委託した。

４　出土遺物等の整理は熊本県文化財資料室で行い、出土遺物の実測・トレース・写真撮影を、㈱九州文化

　　財研究所に委託した。

５　土壌資料の自然科学分析をパリノ・サーヴェイ ㈱に委託した。

６    本書の編集は、熊本県文化財資料室で行い、矢野裕介が担当した。

７　 本書の執筆は、第 1～ 3章・第 5章を矢野が行い、第 4章はパリノ・サーヴェイ ㈱の成果報告をその

まま掲載したため、図・表の番号は報告の通りとなる。

８　本書に掲載した出土遺物・実測図・写真等は、熊本県文化財資料室で保管している。

９　調査にあたり、以下の方々から助言・協力を得た（順不同・敬称略）。

　　 田中康雄、蛋父雅史、菊池直樹、宇田員将、石松直、竹田宏司、田熊秀幸、高谷和生

　　

凡　例
１　遺跡の座標は、平面直角座標系Ⅱ系（世界測地系）を使用し、方位は座標北を指す。

２　調査に係るグリッドは10ｍ間隔で設定し、グリッド名は、北西隅（Ｘ=－6780、Ｙ =－40130）を起点に、

　　南北方向にアルファベット（北から A～ G）、東西方向に数字（西から１～５）を付し、その組み合わせ

　　で表記している。

３　遺構の名称については、調査時には「S」に番号を付して設定（S01 ～ S141）とし、本報告書においては、

　　遺構の種別名に調査時の番号を付して表記することとした。

４　現地での遺構実測は、20分の１の縮尺で行った。

５　遺物の実測は原寸で行い、土器を３分の１、石器を１分の１、3分の 2、古銭を 1分の 1の縮尺で掲載した。

６　遺構等の土層及び出土遺物の色調は、『新版　標準土色帖』（1967 年　農林水産省農林水産技術会議事

　　務局監修）に従った。

７　遺跡分布図は、国土地理院発行 45,000 分の１の地形図及び熊本県地図統合システムを基に作成した。
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第 3 次調査区
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調査区外
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S032①
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凡例       

塩分 : 塩分濃度に対する適応性    　pH: 水素イオン濃度に対する適応性  　　流水 : 流水に対する適応性    

Euh　　: 海水生種              　　　　al-bi: 真アルカリ性種 　　                    　l-bi: 真止水性種  

 Euh-Meh: 海水生種 - 汽水生種      　 al-il: 好アルカリ性種　　           　　　　l-ph: 好止水性種  

 Meh　　: 汽水生種                       　 ind　:pH 不定性種 　               　　　　  ind : 流水不定性種 

 Ogh-Meh: 淡水生種 - 汽水生種     　 ac-il: 好酸性種                                           r-ph: 好流水性種

 Ogh-hil: 貧塩好塩性種                  　 ac-bi: 真酸性種                                          r-bi: 真流水性種 

 Ogh-ind: 貧塩不定性種                  　unk　:pH 不明種   　                                unk : 流水不明種 

 Ogh-hob: 貧塩嫌塩性種 

 Ogh-unk: 貧塩不明種       

環境指標種　       

　 A: 外洋指標種　B: 内湾指標種　C1: 海水藻場指標種　C2: 汽水藻場指標種　 

　 D1: 海水砂質干潟指標種　D2: 汽水砂質干潟指標種       
　 E1: 海水泥質干潟指標種　E2: 汽水泥質干潟指標種　F: 淡水底生種群 ( 以上は小杉 ,1988)  
　 G: 淡水浮遊生種群　H: 河口浮遊性種群　J: 上流性河川指標種　K: 中～下流性河川指標種　
　 L: 最下流性河川指標種群　M: 湖沼浮遊性種　N: 湖沼沼沢湿地指標種　O: 沼沢湿地付着生種 
 　P: 高層湿原指標種群　Q: 陸域指標種群 ( 以上は安藤 ,1990)       

　S: 好汚濁性種　U: 広適応性種　T: 好清水性種 ( 以上は Asai and Watanabe,1995)       
     R: 陸生珪藻 (RA:A 群，RB:B 群，RI: 未区分、伊藤・堀内 ,1991)  
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Amphora ovalis affinis
Pinnularia viridis
Rhopalodia gibberula
Stauroneis phoenicenteron signata
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第３４７集を底本として作成しました。閲覧を目

的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書館、考古学

を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお

問い合わせください。 
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